
清
音
三
音
節
名
詞
の
意
味
に
関
す
る
研
究
一
二
一

1
語
　
価
　
値
　
類
　
型
　
論
I
・
-

1
　
問
題

本
稿
は
、
「
言
語
の
視
覚
的
認
知
閲
」
に
関
す
る
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
作

菜
で
あ
る
.

言
語
の
視
覚
的
認
知
閲
に
関
す
る
串
異
の
閑
駅
は
、
研
究
史
的
に
は
'
言
語

r
.
f
j
川
に
*
*
'
与
輔
蝣
z
-
'
i
-
蝣
葦
　
㌫
i
J
論
O
i
^
-
T
 
C
=
)
と
'
言
語
H
r
,
¥
:
z
m
i
E
C
-
g
*

因
を
主
張
す
る
、
知
覚
過
程
の
モ
チ
べ
-
シ
m
ン
理
論
の
立
場
0
-
2
)
と

が
り
立
し
て
-
-
V
j
た
o
上
こ
一
ハ
'
S
<
-
r
-
小
I
H
t
一
蝣
;
蝣
]
黙
‥
　
へ
E
c
:
v
が
2
?
;
:
?
!
C
ォ
J
」
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
と
、
言
語
の
他
の
属
性
'
語
価
値
が
一
般
的
に
は
異
な

る
こ
と
'
あ
る
い
は
変
化
し
て
-
る
事
実
が
発
見
さ
れ
た
(
ォ
.
=
C
)
　
言
語

∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
'
'
"
^
　
∵
'
∴
∴
∴
.
.

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
る
o
こ
こ
に
要
請
さ
れ
る
一
間
匙
は
'
実
験
の
刺

激
材
料
と
し
て
'
言
語
の
使
用
度
数
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
'
語
価
値
の
異
な
る

言
語
材
料
と
'
語
州
債
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
使
用
度
数
の
異
な
る
言
語
材
料
を

選
び
へ
言
語
の
使
用
度
数
へ
あ
る
い
は
語
価
値
の
'
言
語
の
視
覚
的
認
知
閥
に

及
ぼ
す
効
果
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ

う
な
契
険
の
た
め
の
言
語
材
料
を
選
出
す
る
目
的
で
'
語
の
使
用
匡
数
(
正
確

▲
「

に
は
熟
知
価
)
が
研
究
さ
れ
た
、
満
音
三
音
節
名
詞
の
'
特
に
評
価
的
次
元
を

含
む
i
l
1
.
;
/
花
的
　
M
e
l
'
蒜
間
-
 
'
p
r
,
 
'
i
に
よ
っ
て
芯
圧
し
た
。

こ
の
調
査
に
お
け
る
語
価
値
の
結
果
か
ら
'
言
語
の
使
用
度
数
を
一
定
に
し

た
条
件
下
に
お
け
る
語
価
値
と
言
語
の
視
覚
的
認
知
閥
の
関
係
'
お
よ
び
'
語

価
値
を
一
定
に
し
た
条
件
下
に
お
け
る
使
用
度
数
と
認
知
閥
の
関
係
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
認
知
閥
を
親
定
す
る
決
定
因
の
究
明
に
新
し
い
知
見
が
加

え
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
'
も
し
同
一
の
語
価
値
の
範
鴫
に
抗
す
る

刺
傷
語
群
に
も
'
異
質
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
て
'
あ
る
下
位
分
捕
が
可
能
で

あ
る
と
す
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
類
型
を
支
え
る
潜
在
的
因
子
の
'
言

語
の
認
知
凹
に
及
ぼ
す
効
果
が
問
匙
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
へ
　
こ
め
語
価
値
の
類
型
に
関
す
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

・

x

_

_

_

;

'

J

'

_

l

　

∴

'

・

'

"

.

.

V

蝣

'

蝣

蝣

i

'

-

・

蝣

>

-

'

.

-

蝣

-

-

'

'

.

'

:

'

-

(

∵

ー

‥

「
よ
い
」
か
「
わ
る
い
」
か
は
っ
き
り
し
て
い
る
語
)
群
に
お
け
る
語
価
値
の

類
型
を
考
察
の
対
象
に
L
t
次
の
二
つ
の
課
誼
を
設
け
た
。

一
'
も
し
言
翠
玉
体
の
価
値
体
系
が
、
こ
と
ば
の
語
価
値
の
判
断
に
反
映
さ

れ
る
な
ら
ば
t
で
は
、
評
価
的
尺
度
上
の
個
人
の
意
味
評
定
を
分
析
の
対
象
と
す

-333-



る
こ
と
に
よ
っ
て
'
た
と
え
ば
オ
ル
ポ
ー
ト
0
-
f
e
-
(
-
1
)
ら
の
い
う
、
理
論

的
'
経
済
的
t
等
美
的
へ
社
会
的
、
政
治
的
'
宗
教
的
価
値
等
の
、
あ
る
価
値

体
系
を
反
映
し
た
詔
価
値
の
粕
型
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

二
'
も
し
意
味
打
.
問
を
構
成
す
る
一
二
つ
の
軸
(
次
元
)
が
相
互
に
独
立
で
あ

り
'
記
号
の
)
一
思
喋
が
'
一
定
の
行
動
を
誘
発
さ
せ
る
学
習
さ
れ
た
内
在
的
状
態

・
熊
八
m
‥
打
∵
、
　
ニ
-
"
>
-
.
一
票
i
,
;
v
.
'
で
は
'
≡
V
l
'
.
1
的
」
V
J
i
:
間
に
お
け
る

t
-
-
-
:
.
-
 
'
i
¥
:
 
'
-
蝣
_
.
-
 
-
-
1
-
÷
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
に
よ
二
,
'
}
-
蝣
_
蝣
.
;
い
つ
叶
、
f
H
的

価
値
の
類
刑
T
.
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

Ⅲ
　
方
　
　
法

調
査
方
法
・
手
続
き
は
、
拙
稿
(
4
)
に
詳
し
-
記
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の

骨
組
手
l
Z
記
す
i
r
ォ
ー

刊
小
t
^
S
E
し
た
判
]
=
宗
r
:
*
.
-
'
,
、
　
　
窯
袖
i
B
(
丁
)
と
r
m
'
~
i
i
~
~
?
C
^
v
U
-
か

ら
選
出
し
た
。
予
備
調
査
の
結
果
に
よ
り
へ
単
語
の
熟
知
価
と
語
価
値
の
視
点

か
.
r
r
判
*
-
-
 
-
.
f
;
:
:
"
1
-
,
 
'
同
じ
　
汗
に
;
?
<
蝣
?
よ
う
≡
1
サ
S
7
i
'
j
山
へ
付
　
に
t
 
m
"
-
㍗

式
・
第
打
形
式
と
名
づ
け
ら
れ
た
二
校
類
の
調
査
票
を
作
成
し
た
。
両
形
式
と

も
'
大
学
学
部
の
文
科
・
理
科
系
集
団
を
被
調
査
者
と
し
、
熟
知
価
の
「
高
」

(
」
?
.
-
2
)
　
「
中
」
　
(
5
-
u
)
・
「
忙
」
　
(
t
r
.
サ
3
)
の
刊
　
　
　
訂
:
,

映
・
判
岬
を
し
て
-
,
f
.
;
f
た
。
方
法
は
.
 
'
七
l
^
i
y
t
-
7
'
謙
汗
に
よ
る
i
-
-
'
?
-
;
Z
-
-
 
'
y
.
1
Z
に
よ

り
へ
詔
味
評
定
尺
度
と
し
て
、
意
味
構
造
に
関
す
る
研
究
か
ら
(
e
i
・
n
)
へ
安

定
性
の
高
い
三
次
元
を
代
表
す
る
'
〔
E
U
よ
い
-
わ
る
い
'
〔
P
〕
か
た
い
I
や

わ
ら
か
い
'
〔
A
〕
能
動
的
I
受
動
的
尺
度
の
一
二
尺
度
を
使
用
し
た
O
本
稿
で
分

析
の
対
象
と
し
た
の
は
'
調
査
第
-
形
式
に
お
け
る
剰
担
語
と
被
調
査
者
で
'

∵

　

　

　

　

　

　

　

い

、

・

-

　

　

、

.

 

・

-

S

"

.

.

-

・

蝣

ハ

　

　

　

　

い

・

・

が
大
学
生
文
科
釆
二
七
名
へ
F
科
系
二
一
名
で
あ
っ
た
。

甘
結
果
と
考
察

T
'
価
値
体
系
と
語
価
値
の
類
型

〔
E
〕
尺
度
上
'
「
非
常
に
わ
る
い
」
　
「
相
当
に
わ
プ
1
・
い
」
　
「
や
や
わ
る
い
」

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
　
「
や
や
よ
い
」
　
「
相
当
に
よ
い
」
　
「
非
常
に
よ
い
」
の

各
段
階
に
'
左
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
一
二
'
マ
イ
ナ
ス
二
'
マ
イ
ナ
ス
一
'

○
'
プ
ラ
ス
一
、
プ
ラ
ス
二
'
プ
ラ
ス
一
二
の
段
帽
点
を
与
え
た
。
各
刺
湖
語
毎
に

評
琵
平
均
値
を
算
出
し
へ
そ
の
価
が
マ
イ
ナ
ス
三
・
〇
〇
乃
至
マ
イ
ナ
ス
一
・

〇
〇
に
範
囲
す
る
語
を
「
わ
る
い
」
語
価
値
の
範
唱
に
属
す
る
刺
激
吾
と
し
へ
　
マ

イ
ナ
ス
〇
・
九
九
乃
至
プ
ラ
ス
一
・
〇
〇
に
範
E
E
す
る
語
を
「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
の
範
鵬
に
属
す
る
刺
徴
語
と
し
へ
　
プ
ラ
ス
一
・
〇
〇
乃
至
三
・
〇
〇
に
駈

1

・

.

 

、

・

.

‥

　

　

　

　

　

　

　

-

　

　

-

.

 

"

.

t

a

.

に

は
、
「
よ
い
」
範
砧
に
属
す
る
別
掲
語
が
な
か
っ
た
。

吾
川
伍
が
「
よ
い
」
範
唱
に
抗
す
る
刺
祖
語
と
各
個
大
の
へ
〔
E
〕
尺
段
上
の

謀
に
-
i
-
.
 
-
>
'
∴
ハ
j
,
.
^
;
i
-
,
-
'
-
 
<
蝣
;
-
'
÷
作
成
-
ち
 
J
　
　
を
　
-
1
:
3
C
-
O
に
よ
る

因
子
分
析
を
行
な
っ
た
.
分
析
の
結
果
得
ら
れ
た
次
元
(
-
.
w
)
上
の
各
刺

瀕
豊
の
等
位
且
L
j
を
二
来
し
、
そ
の
佃
を
各
刺
邦
語
の
ベ
ク
タ
ー
の
長
さ
を
二
乗

し
た
価
で
割
算
し
た
O
　
こ
の
価
が
、
第
1
宗
に
お
け
る
各
刺
激
語
の
因
子
負
荷

?
蝣
て
4
-
I
C
ォ

箭
-
閃
子
に
最
も
負
荷
鬼
の
高
い
語
は
'
作
北
田
的
正
味
と
し
て
そ
の
刺
卵
価

が
最
も
分
化
し
て
い
る
「
へ
イ
ワ
」
で
あ
る
。
加
え
て
'
三
一
語
総
て
が
'
こ

の
第
1
因
子
に
高
-
負
荷
し
て
い
る
。
第
.
 
1
因
子
に
は
、
全
分
散
の
四
一
・
〇

七
パ
ー
セ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
お
り
、
共
通
分
故
の
九
六
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
'
語
価
値
の
価
と
'
第
-
田
子
の
負
荷
丑
と
の
錯
差
積

相
関
係
数
r
は
〇
・
八
七
九
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
'
第
-
因
子
は
'

「
L
J
J
い
　
　
州
　
一
・
?
.
'
・
"
蝣
蝣
I
T
」
r
-
-
.
-
蝣
さ
れ
ろ
*
S
-
3
f
T
へ
の
各
刺
y
/
z
v
u
'
J

貿
荷
黄
ば
へ
　
邦
-
因
子
へ
の
負
荷
畳
と
比
較
し
て
、
非
常
に
低
-
な
っ
て
お

-334-
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り
'
第
甘
田
子
の
解
釈
が
田
難
で
あ
る
と
同
時
に
へ
そ
の
冠
弱
が
な
さ
そ
う
で

あ
る
。以

上
の
結
果
か
ら
は
'
倍
㌫
団
的
意
味
と
し
て
そ
の
刺
粒
佃
が
分
化
し
て
い
る

刺
似
語
群
に
お
い
て
'
言
語
-
h
:
体
の
価
伍
佃
罪
が
反
映
さ
れ
た
語
価
値
の
拭
型

は
認
め
ら
れ
な
い
。
で
は
な
ぜ
期
待
さ
れ
る
結
果
が
碍
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
O
　
そ
の
理
由
を
'
語
価
値
と
買
味
判
断
の
個
人
差
の
関
係
か
ら
考
察
し

て
み
た
い
。

柴
田
的
意
味
す
な
わ
ち
刺
似
語
の
意
味
評
定
平
均
値
を
'
今
「
蛋
団
基
準
」

と
琵
重
し
ょ
う
O
)
　
集
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
逸
脱
程
民
の
大
で
あ
る
個

人
は
'
悲
昧
判
断
す
る
刺
微
語
の
条
件
が
異
な
っ
て
も
'
た
と
え
そ
れ
が
語
価

値
で
あ
れ
、
熟
知
価
の
要
田
で
あ
れ
、
一
貫
し
て
高
度
の
逸
脱
を
示
す
。
倍
㌫
団

苔
粒
か
、
:
C
t
;
:
心
-
]
Y
-
Q
蝣
慧
眼
H
に
は
'
(
n
訂
,
 
-
,
:
:
.
-
'
r
r
.
f
-
j
i
v
-
/
山
的
指
に
に
な
1
3
-

i
j
川
‥
I
 
T
!
杜
か
、
-
C
f
3
J
*
'
C
5
'
:
"
'
r
:
-
E
c
-
V
で
お
.
書
蝣
L
o
v
J
'
ニ
‥
什
c
r
^
i
^
抹
式

の
特
色
は
、
尺
度
上
両
統
(
「
非
常
に
わ
る
い
」
と
「
非
常
に
よ
い
」
の
段
昭
一

を
速
択
す
る
傾
向
が
あ
り
、
意
味
判
断
の
信
頼
性
も
低
い
こ
と
で
あ
る
。
以

前
研
究
し
た
'
意
味
判
断
に
お
け
る
尺
度
上
の
位
置
習
慣
と
精
神
発
達
・
こ
と

ば
に
対
す
る
感
受
性
の
敏
感
さ
と
の
対
応
関
係
(
2
)
か
ら
'
倍
珊
団
基
準
か
ら

の
意
味
の
逸
脱
程
度
の
大
で
あ
る
個
人
は
、
こ
と
ば
に
対
す
る
感
受
性
が
砦
か



で
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
を
宗
吾
き
す
る
か
の
よ
う
に
'
逸
脱
程
匿
の

大
で
あ
る
個
人
の
、
柴
田
的
意
味
と
し
て
そ
の
刺
湖
価
が
分
化
し
て
い
る
剰
激

語
醇
に
対
す
る
意
味
判
断
に
は
'
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
O
す
な
わ
ち
、
逸

脱
程
度
の
大
で
あ
る
個
人
が
、
尺
度
上
両
極
を
選
択
す
る
位
置
鞘
慣
を
持
っ
て

い
な
が
ら
t
 
a
¥
田
内
に
お
い
て
分
化
し
て
い
る
刺
微
吾
の
刺
微
価
の
純
度
を
混

濁
さ
せ
る
開
き
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.

今
、
磐
田
竃
準
か
ら
の
き
味
の
逸
脱
が
'
尺
度
上
陽
極
方
向
(
「
よ
い
」
の

極
へ
の
方
向
)
に
逸
脱
し
て
い
る
程
度
と
'
陰
極
方
向
(
「
わ
る
い
」
の
極
へ

の
方
向
)
に
逸
脱
し
て
い
る
程
度
の
比
率
を
、
「
設
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向

性
」
と
呼
ぼ
う
。
も
し
'
隻
田
内
に
お
い
て
分
化
し
た
刺
激
語
群
の
意
味
判
断

V
!
'
諾
K
-
i
-
.
i
i
C
s
r
い
け
.
i
T
r
?
-
-
X
'
.
」
n
れ
'
蝣
:
-
-
(
蝣
蝣
-
 
,
　
　
的
1
.
f
H
&
-
蝣
'
.
-
 
"
.

行
な
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
刺
微
価
が
陽
極
方
向
に
分
化
し
て
い
る
刺
闇
語

群
の
競
味
判
断
に
お
け
る
E
:
j
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
は
'
刺
対
価
が
陰
極
方

向
に
分
化
し
て
い
る
刺
傷
語
群
の
意
味
判
断
に
お
け
る
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方

向
性
と
'
一
貫
性
を
元
す
は
ず
で
あ
る
o
 
L
か
し
へ
票
田
基
準
か
ら
の
意
味
の

逸
脱
程
度
の
大
で
あ
る
個
人
が
'
前
述
の
よ
う
に
'
分
化
し
た
刺
微
語
の
刺
淑

価
の
純
度
を
下
げ
る
作
用
を
す
る
た
め
に
へ
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
に

は
'
判
断
す
る
刺
微
語
の
条
件
問
で
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
刺
激
価
の
分
化
し
た
刺
田
語
群
の
地
思
味
判
断
の
条
件
下
に
お
い
て
、
S
味
判

!
」
"
*
-
;
鞘
に
す
る
叫
L
'
門
H
t
'
~
-
-
-
-
-
'
r
'
:
蝣
:
・
-
'
蝣
i
i
.
'
さ
　
　
　
的
　
　
　
　
　
だ
け
な
,

わ
れ
る
と
い
う
'
言
語
主
体
の
内
的
要
因
よ
り
も
'
刺
働
価
を
そ
の
ま
ま
反
射

さ
せ
・
蝣
蝣
蝣
l
S
l
t
'
性
ハ
　
七
'
)
'
.
J
小
　
へ
里
　
　
　
　
　
的
f
e
'
i
i
l
!
J
小
-
.
<
*
-
i
:
S
v
-
n

れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
'
柴
団
的
意
味
と
し
て
刺
瀕
価
の
未
分
化
な
刺
湖
語
群

に
対
す
る
意
味
判
断
で
は
'
こ
と
ば
に
対
す
る
感
受
性
の
敏
感
さ
と
は
無
関
係

に
'
言
語
主
体
の
内
的
世
界
の
鏡
に
屈
折
さ
れ
た
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性

が
、
個
人
内
に
お
い
て
法
則
的
な
〓
只
性
を
l
試
す
(
<
*
)

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
袋
田
的
意
味
と
し
て
刺
湖
佃
が
未
分
化
な
刺
激
語
群
に

対
す
る
意
味
判
断
に
お
い
て
こ
そ
、
個
人
の
内
的
世
界
が
投
影
さ
れ
る
こ
と
へ

そ
し
て
そ
の
様
相
が
'
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
指
数
に
よ
っ
て
は
っ
き
り

と
把
挺
さ
れ
る
こ
と
を
試
し
た
が
'
分
化
し
た
刺
似
語
群
に
対
す
る
意
味
判
断

で
は
'
言
翠
王
佐
の
内
的
世
界
や
価
値
体
糸
に
よ
る
屈
折
の
余
地
が
少
な
い
こ

と
曇
試
し
て
い
る
O
)
　
分
化
し
た
剰
揖
語
の
判
断
で
も
'
各
刺
激
語
を
一

対
に
し
た
相
対
的
判
断
を
す
る
等
態
で
は
、
詩
情
は
異
な
ろ
う
が
'
語
価
値
が

分
化
し
た
刺
灘
語
群
の
'
〔
E
〕
尺
度
上
の
判
断
の
み
を
対
象
に
し
た
因
子
分
析

で
は
'
「
よ
い
」
こ
と
ば
を
亨
見
る
、
い
-
琶
類
か
の
潜
在
的
因
子
の
抽
出
は

困
難
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

二
　
意
味
論
的
語
価
値
の
類
型

こC'¥~~-,J>-tt　三号::j-Z??-iJi'-r--.:門におい,r,ih判'AJK̂
Hm'八÷4-.柿の.刊

f
f
.
^
)
i
r
,
y
　
　
　
　
　
　
　
　
÷
H
っ
左
:
:
m
f
r
蝣
"
~
i
て
は
'
間
人
~
R

」
-
蝣
<
-
‥
　
　
な
,
、
∴
　
　
^
'
-
t
-
^
r
*
'
-
I
.
 
*
い
け
ろ
-
、
.
;
叫
　
「
…
J
位
門
呈
J
;
p
桝
の
刊
&

と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
り
妥
当
な
価
を
求
め
る
た
め
に
は
'
個
人
の
意
味
よ

り
も
'
票
田
の
平
均
値
的
譜
心
味
の
方
が
望
ま
し
い
。
こ
の
理
由
か
ら
'
文
科

i
-
r
'
　
再
H
-
:
-
i
　
　
　
∵
別
÷
y
i
f
:
'
!
.
 
J
'
,
l
 
L
v
'
.
E
…
1
.
J
川
:
粒
に
'
語
仙
E
J

「
よ
い
」
と
「
わ
る
い
」
範
昭
に
属
す
る
剰
微
語
の
、
〔
E
〕
・
〔
P
〕
・
〔
A
〕
三

尺
度
上
の
評
定
平
均
値
を
算
出
し
た
.
「
よ
い
」
こ
と
ば
と
「
わ
る
い
」
こ
と
ば

ご
と
に
'
尺
度
と
刺
諏
語
の
行
列
表
を
作
成
し
'
刺
以
語
の
軸
に
対
し
て
t
 
D

-
K
に
よ
る
閃
子
分
析
を
行
な
っ
た
。
「
よ
い
」
こ
と
ば
の
は
あ
い
へ
行
列
表
・

の
行
は
'
四
票
田
毎
の
三
尺
度
の
十
二
行
'
列
は
三
一
刺
物
語
列
で
あ
っ
た
。

ー
"
-
.
-
-
蝣
>
-
わ
圭
蝣
'
_
l
?
(
-
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
㌢
に
見
.
川
を
二
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.976　　.012　-.011

.COS　　.961　-.035

. 341　.636　　.024

-.01　　.917　-.068

.997　.CO2　.001

.923　　.073　-.003

. 887　　.06fi　　.047

.692　　.272　-.037

-.029　　.636　-.332

-.254　　.692　-.053

.069　　.612　-.?07

.866　　. 105　　　ぐ30

.984　　.015　　.COT

全分散の百分率
共通分散の百分率
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乗
L
t
そ
の
価
を
督
刺
激
語
の
'
へ
ク
ク
ー
の
二
乗
し
た
長
さ
で
割
っ
た
。
そ
の

価
が
第
2
表
に
お
け
る
各
刺
傷
語
の
因
子
負
荷
丑
で
あ
る
。

苦
心
味
空
間
に
お
け
る
刻
み
語
の
位
置
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
語
捕
値

の
糟
刑
が
得
ら
れ
た
0
第
-
田
子
に
負
荷
立
の
大
で
あ
っ
た
語
は
'
「
へ
イ
ワ
」

「
r
(
ナ
オ
」
　
「
オ
ト
メ
」
　
「
ア
カ
-
」
　
「
エ
ホ
ン
」
　
「
フ
ト
ン
」
　
「
ツ
キ
ミ
」

「
フ
ウ
ミ
」
　
「
オ
ン
シ
」
　
「
ユ
ウ
ワ
」
　
「
テ
ン
シ
」
　
「
カ
ホ
ウ
」
等
で
あ
る
。

そ
れ
に
別
し
て
第
甘
因
子
に
負
荷
丑
の
大
で
あ
っ
た
語
は
「
マ
n
-
」
　
「
-
ソ

ウ
」
　
「
ユ
ウ
キ
」
　
「
ヒ
カ
-
」
　
「
ア
サ
ヒ
」
　
「
-
カ
イ
」
　
「
ケ
イ
コ
」
　
「
イ
ヨ

ク
」
　
「
T
l
イ
チ
」
　
「
エ
イ
キ
」
　
「
・
シ
ン
カ
」
　
「
ケ
ツ
イ
」
等
で
あ
る
。
第
-
因

子
が
'
轄
い
気
持
で
心
地
よ
-
応
じ
る
語
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
の
に
対

▲
「



し
て
・
そ
れ
と
は
対
照
的
に
'
第
-
因
子
は
、
ま
じ
め
な
放
射
さ
.
 
*
覚
え
さ
せ
る

駿
し
い
語
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
0
両
因
子
を
視
覚
的
単
式
か
ら
比
較
す

る
と
,
多
少
の
例
外
は
あ
る
が
、
第
-
因
子
が
暖
色
を
'
第
Ⅲ
因
子
が
よ
り
実
,

色
を
連
想
さ
せ
る
.
ま
た
聴
覚
的
に
は
'
第
-
因
子
が
低
音
の
祐
和
音
を
'
第

甘
田
子
が
高
音
の
不
協
和
音
を
'
触
覚
的
に
は
'
第
-
因
子
が
丸
み
を
帯
び
た

柔
ら
か
さ
に
対
し
て
,
第
1
因
子
が
匹
ぎ
す
ま
さ
れ
た
堅
い
ナ
イ
フ
を
連
想
さ

∴
　
∵
I
∴
　
　
　
　
　
　
-
　
　
ト
'
　
i
#
'

感
じ
さ
せ
る
O
第
-
因
子
が
女
性
的
消
極
性
因
子
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
第
丑

因
子
は
、
男
性
的
積
極
性
田
子
で
あ
る
。
前
者
が
現
実
快
楽
的
耽
美
主
弟
的
傾

向
の
閃
子
で
あ
る
の
に
対
し
て
,
後
者
は
,
何
か
悲
劇
性
を
覚
え
さ
せ
る
理
想

主
義
的
障
向
の
田
子
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
-
因
子
を
『
蔓
の
耽
美
性
因

子
』
,
節
甘
田
子
を
『
登
の
崇
蔭
閃
子
』
と
命
名
し
て
お
き
た
い
。

罪
-
因
子
に
お
け
る
「
ア
カ
-
」
と
・
 
,
節
-
因
子
に
お
け
る
「
ア
サ
ヒ
」

「
ヒ
カ
-
」
と
は
、
一
見
同
質
の
慧
間
の
よ
う
で
あ
る
が
、
単
な
る
現
象
と
し

て
の
「
ア
カ
-
」
と
,
理
懲
や
希
望
前
進
的
市
萩
の
免
租
で
あ
る
r
ア
サ

ヒ
」
「
ヒ
カ
-
」
「
バ
ツ
ヒ
」
と
は
'
宕
味
諭
的
に
異
な
っ
た
別
田
価
の
こ
と

ば
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
へ
イ
ワ
」
を
追
求
す
る
過
程
這
、
蔓
の
第

甘
田
子
的
性
相
を
帯
び
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
へ
イ
ワ
」
な
状
態
は
'
柔
ら

か
-
女
性
的
で
心
地
よ
-
,
耽
葉
的
な
性
柿
の
も
の
と
し
て
受
け
耽
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

童
の
節
Ⅲ
田
子
に
負
荷
且
芸
大
で
あ
っ
た
語
は
、
「
ワ
ラ
イ
」
「
ソ
コ
ク
」

「
シ
ン
ヱ
で
あ
る
。
「
ソ
コ
ク
」
「
シ
ン
カ
」
が
第
甘
因
子
へ
の
負
荷
恩
石

高
か
っ
た
の
で
更
に
検
討
を
萌
す
t
l
?
が
、
こ
の
因
子
を
『
芋
の
講
説
性
因

子
』
と
命
名
し
て
お
-
0
第
Ⅶ
因
子
の
,
全
分
散
に
対
す
る
百
分
率
が
一
・
〇

六
パ
ー
セ
ン
ト
で
,
共
通
分
散
に
対
す
る
百
分
率
が
一
・
四
二
パ
ー
セ
ン
J
・
で

あ
る
の
で
、
こ
の
第
甘
因
子
が
、
「
よ
い
」
語
価
値
の
類
型
を
琴
見
る
'
主
要

な
潜
在
的
因
子
で
あ
る
と
は
解
釈
さ
れ
な
い
。
「
よ
い
」
語
価
値
の
因
子
は
'

『
蔓
の
耽
莫
性
』
と
『
蔓
の
理
想
性
』
の
因
子
で
あ
る
O

で
は
,
「
よ
い
」
語
価
値
に
お
け
る
対
照
的
な
節
-
因
子
と
舞
甘
因
子
を
代

表
す
る
語
は
、
意
味
空
間
の
ど
ん
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
を
,
他
の
因
子
を
代
表
す
る
語
も
加
え
て
、
模
式
的
な
「
意
味
論
的
地
図
」

に
図
示
す
れ
ば
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。
田
中
'
刺
桝
訂
か
ら
の
投
射
の
基
部
は
、

〔
p
〕
・
〔
A
〕
尺
度
上
の
集
団
(
四
八
名
)
の
評
定
平
均
値
を
亦
す
。
刺
瀕
語
か

ら
基
部
へ
の
投
射
の
長
さ
は
,
〔
E
〕
尺
珪
上
の
牢
固
の
評
定
平
均
抗
を
示
す
。

回
申
○
数
字
は
,
第
2
頁
に
お
け
る
刺
灘
語
の
序
列
番
号
で
あ
る
o
図
が
繁

雑
に
な
る
の
で
一
部
の
刺
摺
語
は
図
か
ら
省
略
し
た
o
こ
の
第
1
図
か
ら
'
第

l
因
子
と
第
甘
因
子
を
代
表
す
る
語
が
、
〔
簸
摂
関
の
異
な
っ
た
、
対
照
的
な

・

_

.

-

'

・

.

-

・

-

蝣

!

蝣

　

蝣

'

'

'

・

'

・

'

・

;

.

・

'

　

　

川

　

　

　

　

　

　

、

 

I

:

∴

　

　

㌧

う
に
表
わ
さ
れ
た
苦
炭
空
間
を
真
上
か
ら
見
た
場
合
の
平
面
の
四
つ
の
象
限

に
,
平
等
に
位
関
す
る
の
で
は
な
-
て
'
「
よ
い
ー
か
た
い
-
閥
動
的
」

対
「
よ
い
1
や
わ
ら
か
い
1
-
受
動
的
」
の
有
勢
な
根
上
に
位
置
す
る
よ
う

で
あ
る
。

語
価
値
が
「
わ
る
い
」
範
鴫
に
属
す
る
刺
脚
部
川
群
の
因
子
と
因
子
負
空
思
を
同

様
な
手
警
量
算
出
し
た
。
結
果
は
第
3
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
-
・
田
子
に

負
荷
塁
の
高
か
っ
た
語
は
'
「
ウ
ラ
ミ
」
「
カ
タ
キ
」
　
「
タ
イ
ホ
」
「
キ
ケ

ン
」
「
モ
ン
ク
」
「
フ
マ
ン
」
「
ア
ク
イ
」
「
妄
り
」
　
「
サ
ツ
イ
」
　
「
ク
モ

ン
」
「
シ
ウ
チ
」
等
で
あ
る
。
最
も
高
か
っ
た
の
は
「
サ
ツ
イ
」
で
あ
る
。
悪
の

節
-
因
子
は
,
積
極
的
男
性
的
譜
心
間
的
な
h
彩
を
朽
び
た
遺
徳
的
悪
で
あ
る
。
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の
悪
で
あ
る
.
今
「
反
」
の
詔
苑
を
「
逆
」
の
註
預
に
使
っ
て
、
こ
の
因
子

を
、
『
窓
の
反
理
想
性
因
子
』
と
命
名
し
た
い
0

第
∬
因
子
に
負
荷
且
止
の
高
か
っ
た
藷
は
、
「
シ
ニ
ン
」
「
ヒ
コ
ク
」
「
イ
タ

ミ
」
「
メ
マ
イ
」
「
オ
ン
チ
」
「
キ
ト
ク
」
「
ロ
ウ
ヤ
」
「
ト
ン
シ
」
「
セ
ン

シ
」
「
シ
コ
リ
」
「
モ
フ
ク
」
「
ミ
イ
ラ
」
「
ヒ
ハ
イ
」
等
で
あ
る
。
ま
ず
気

の
つ
く
こ
と
ば
へ
「
シ
ニ
ン
」
「
キ
ト
ク
」
「
ト
/
シ
」
「
セ
ン
シ
」
「
モ
フ

ク
」
「
ミ
イ
ラ
」
等
'
『
死
』
に
関
係
し
た
輯
顎
か
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
j
煎
-
J
l
l
.
i
-
-
心
性
.
コ
に
"
'
-
1
-
C
,
‥
j
し
た
上
・
つ
た
へ
拭
い
'
&
i
蝣
:
?
的
・
-
4
-
'
蝣
-
'
㍑
L
-
j
M

誘
発
さ
せ
な
い
o
こ
の
因
子
は
'
第
-
因
子
に
反
し
て
消
極
的
無
意
図
的
非
運

動
性
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
へ
沢
山
の
鎖
に
障
ら
れ
た
t
R
を
荘
い
た
-
な

な
:
;
-
)
冥
-
-
'
'
-
'
V
!
-
L
T
J
せ
∴
-
>
r
.
因
子
性
』
と
L
J
恋

言
㌫
心
性
L
t
i
"
.
:
-
:
2
:
'
;
‡
÷
'
た
I
T
&
-
牝
r
'
'
性
因

子
』
と
命
名
し
た
い
。

第
m
因
子
に
負
荷
立
の
高
か
っ
た
吾
は
'
「
ア
ホ
ウ
」
「
ロ
ウ
ヒ
」
「
ア
辛

ス
」
「
フ
ニ
ク
」
「
ウ
ロ
ン
」
等
で
あ
る
.
こ
の
因
子
は
、
負
荷
量
の
高
い
刺

"
r
/
I
'
]
:
蝣
蝣
_
蝣
'
"
V
:
小
恥
で
∴
∴
}
-
蝣
!
「
丁
.

ホ
ヤ
」
「
U
ウ
ヒ
」
が

特
に
高
い
負
荷
立
を
持
っ
て
い
る
の
で
'
一
応
へ
『
斑
の
劣
等
性
因
子
』
と
命

名
し
て
お
-
0

」
O
!
i
'
,
:
z
十
÷
-
I
V
蝣
∴
す
る
:
;
上
¥
r
.
'
I
-
-
^
^
F
l
に
お
け
る
・
i
㍑
=
与
模
式
的

な
「
p
.
吹
説
的
批
閃
」
に
f
-
V
*
'
蝣
'
す
れ
ば
六
の
よ
う
に
な
る
。
図
が
繁
雑
に
な
る

」
;
-
r
に
i
.
‥
工
'
-
-
*
'
・
'
蝣
-
-
・
一
十
∴
(
蝣
>
蝣
蝣
-
‥
∵
し
た
。
日
中
r
j
i
/
牛
は
'
如
J

末
に
お
け
る
瑚
:
T
i
吾
の
序
列
番
号
で
あ
る
O
こ
の
図
か
ら
'
「
わ
る
、
い
」
語

便
脚
の
吾
が
へ
平
'
H
化
し
た
は
あ
い
へ
四
つ
の
娩
隈
に
等
し
く
位
b
.
し
て
い

な
い
こ
し
)
v
.
-
:
蝣
＼
'
蝣
-
,
-
<
-
;
!
'
r
よ
い
」
'

(
蝣
蝣
蝣
'
蝣
-
'

蝣
蝣
仙
W
j
㌫
P
」
-
V
r
.
z
¥
に

呈
千
∵
:
'
}
.
-
÷
い
た
い
こ
と
に
'
/
・
(
-
:
「
、
r
J
「
よ
い
」
訂
仙
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値
の
語
が
、
「
よ
い
I
か
た
い
-
能
動
的
」
対
「
よ
い
I
や
わ
ら
か
い
-
壁

動
的
」
の
有
効
な
根
上
に
位
毘
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
'
「
わ

る
い
」
語
価
値
の
語
は
、
主
と
し
て
、
「
わ
る
い
I
か
た
い
I
陥
動
的
」
対

「
わ
る
い
-
や
わ
ら
か
い
I
受
動
的
」
の
市
勢
な
線
上
に
位
冒
す
る
傾
向

が
あ
る
。
こ
の
槙
式
図
の
苦
心
味
空
間
は
'
高
さ
が
〔
E
〕
尺
度
の
朝
に
な
っ

て
い
る
が
'
「
よ
い
」
対
「
わ
る
い
」
語
価
値
の
語
は
'
高
さ
が
異
な
る

同
一
方
向
の
線
上
に
位
琵
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
o
　
「
よ
い
」

語
価
値
の
語
で
は
'
〔
P
〕
・
〔
A
〕
次
元
が
よ
り
共
変
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
'

「
わ
る
い
」
語
価
値
の
語
で
は
'
〔
E
〕
・
〔
P
〕
次
元
が
よ
り
共
変
的
に
な
っ

て
い
る
o
 
i
ふ
た
t
 
i
T
^
o
y
&
F
;
^
H
l
i
-
J
i
　
(
叫
7
.
 
-
E
:
千
)
は
'
[
T
>
"
J
の

汀
¶
㌫
は
日
子
I
 
C
i
?
.
 
=
-
口
子
)
と
印
　
　
　
　
心
K
C
^
K
^
E
で
+
"
;
1
0
-
」

同
時
に
へ
諜
味
空
間
の
位
昭
凪
か
ら
み
て
も
'
〔
E
〕
次
元
上
だ
け
の
対
称
的
な

い
'
J
*
.
'
-
*
.
 
'
*
t
∵
*
/
-
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

語価値が「わるい」の琵暗に属する31語の因子負荷五

一三次元的意味のばあい-
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l

の
刺
瀕
値
が
、
語
価
値
(
w
o
r
d
v
a
l
u
e
)
の
概
念
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
両
因
子
に
お
い
て
'
語
価
値
の
'
言
語
の
視
覚
的
認
知

閥
に
及
ぼ
す
効
果
も
'
最
も
明
瞭
な
姿
で
把
起
さ
れ
う
る
と
予
想
さ
れ
る
。

作
れ
団
的
&
味
と
し
て
そ
の
刺
似
価
値
が
分
化
し
て
い
る
こ
と
ば
の
語
価
値
の

琵
型
を
'
言
語
主
体
の
価
値
体
糸
お
よ
び
内
的
世
界
の
投
影
を
予
想
し
た
'

〔
E
〕
1
)
蒜
上
e
p
叶
:
'
-
9
i
3
-
-
^
と
'
;
'
-
'
蝣
i
莞
7
.
m
に
お
け
る
判
　
　
の
に
E
机
の
二

っ
の
側
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
o
〔
E
〕
尺
蛙
上
の
訂
心
味
の
個
人
差
を
分
析
の
対

象
と
し
た
ば
あ
い
(
「
よ
い
」
語
価
値
の
範
鴫
に
属
す
る
刺
傷
語
群
の
因
子
分

析
に
よ
る
)
、
『
苛
の
一
般
因
子
』
だ
け
が
抽
出
さ
れ
て
'
刺
湖
価
の
分
化
し

て
い
る
刺
粒
語
群
の
語
価
値
の
類
型
に
は
益
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
。
し

か
し
'
集
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
逸
脱
と
'
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
の
側

面
を
吟
味
す
る
こ
と
に
上
っ
て
、
語
価
値
の
駁
9
.
.
諭
の
た
め
の
一
考
察
の
手
が

か
り
を
元
質
し
て
-
れ
た
。
つ
ま
り
柴
田
的
常
心
味
と
し
て
そ
の
刺
似
価
が
未
分

化
で
あ
る
刺
菌
語
群
の
語
価
値
の
下
位
分
顎
に
お
い
て
へ
　
こ
の
方
法
に
よ
る
分

析
が
有
効
で
あ
る
と
予
慰
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

意
味
構
造
に
隔
す
る
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
、
〔
E
〕
・
〔
P
〕
・
〔
A
〕
次
元
と
'

そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
'
安
置
性
の
高
い
宕
味
空
間
に
着
眼
し
'
意
味
空

間
に
お
け
る
刺
灘
吾
の
位
斑
を
分
析
の
対
象
と
し
た
は
あ
い
へ
次
の
よ
う
な
因

子
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
O
す
な
わ
ち
そ
れ
は
'
「
よ
い
」
語
価
値
の
範

暗
に
属
す
る
刺
撤
語
群
に
お
け
る
、
『
壬
の
理
想
性
因
子
』
　
『
蔓
の
耽
天
性
因

子
』
『
登
の
詔
訂
性
因
子
』
で
あ
り
t
 
r
わ
る
い
」
語
価
伍
の
純
鴫
に
属
す
る
刺

薗
語
群
に
お
け
る
へ
　
『
悪
の
反
理
想
性
因
子
』
　
『
悪
の
反
耽
美
性
因
子
』
　
『
悪

の
劣
等
性
因
子
』
で
あ
っ
た
。
同
l
の
吾
価
値
の
範
暗
に
属
す
る
刺
籾
語
で
あ

り
な
が
ら
へ
異
な
っ
た
因
子
へ
の
負
荷
丑
の
高
か
っ
た
刺
似
語
間
に
は
'
印
象
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お
よ
び
連
想
価
の
点
で
,
は
っ
き
り
一
緑
を
引
き
得
る
ほ
ど
に
'
明
ら
か
な
差

異
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
,
譜
炭
空
間
に
お
け
る
刺
擬
吾
の
位
置
を
「
意
味
論
的
地
図
」
に
図
示

す
る
と
,
「
よ
い
」
吾
川
伍
の
語
は
'
「
よ
い
1
か
た
い
-
悦
動
的
」
対
「
よ

い
-
や
わ
ら
か
い
-
受
動
的
」
の
看
勢
な
根
上
に
位
置
し
'
〔
p
〕
と
〔
A
〕
次
元

を
共
狂
的
に
さ
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
わ
る
い
」
語
価
値

の
語
は
,
「
わ
る
い
-
か
た
い
-
能
動
的
」
対
「
わ
る
い
-
か
た
い
-
受
動

的
」
の
布
野
な
線
上
に
位
置
し
'
〔
E
〕
と
〔
P
〕
次
元
を
共
変
的
に
さ
せ
る
傾
向

が
認
め
ら
れ
た
。

操
作
的
な
語
価
値
の
駈
蛸
が
等
し
-
て
も
'
芯
味
諭
的
に
は
異
質
の
刺
掲
価

の
混
在
す
る
刺
激
語
群
が
'
因
子
分
析
の
手
法
に
よ
っ
て
'
鮮
か
に
分
類
さ
れ

え
た
。
資
料
を
加
え
へ
方
法
を
吟
味
し
な
が
ら
へ
語
佃
値
因
子
の
妥
当
性
を
も

っ
と
検
討
す
る
こ
と
が
急
努
で
あ
る
が
'
近
き
将
来
、
語
価
値
の
浴
存
的
田
子

の
.
ご
蝣
蝣
_
_
,
4
J
-
4
-
:
山
里
間
に
I
-
'
"
'
-
蝣
-
'
.

ご
†
ボ
;
蝣
蝣
蝣
:
e
x
-

1
,
.
I
l
l
L
ハ
山
は
;
*
-
:
な
い
o

㌔
I
.
.
.
'
-
I
"
*
'
.
'
'
.
・
蝣
*
)
-
蝣
∴
∴

認
知
閥
に
関
す
る
事
実
と
理
論
は
'
砂
上
の
横
間
に
あ
ら
ざ
る
'
真
の
開
花
を

見
る
で
あ
ろ
う
。

V
S
J

A
l
l
p
o
r
t
,
G
.
W
.
.
&
V
e
r
n
o
n
,
P
.
E
.
A
S
t
u
d
y
o
f
V
a
l
u
e
s
"

B
o
s
t
o
n
;
H
o
u
g
h
t
o
n
,
M
i
f
f
l
i
n
,
1
9
3
1
.

c
i
v
V
^
r
'
t
z
'
t
~
'
-
誓
黒
-
r
;
;
r
-
'
!
'
ナ
∵
∴
ツ
ド
r
j
-
'
-
'
-
j
i
'
-
草
い
い
に
よ
二
J

I
国
文
学
故
へ
一
九
五
九
、
第
二
二
号
、
一
一
三
-
二
一
五
'

3
篠
原
召
菜
的
判
断
の
構
造
に
関
す
る
因
子
諭
的
研
究
-
諜
昧
空
間

変
動
性
の
一
考
察
-
広
島
大
学
心
理
学
教
望
修
士
論
文
抄
'
一
九
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〇
、
六

二
一
1
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一
'

・
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・
∵
‥
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.
・
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∴
'
∵
x
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蝣
蝣
?
蝣
-
.
-
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対
的
逸
脱
方
向
性
-
国
語
教
育
研
究
、
一
九
六
三
へ
ヒ
'
・
一
入
⊥
ニ
一

5
海
原
召
言
語
使
用
虻
数
と
語
州
債
と
の
関
係
(
未
発
表
)

t
o
J
o
h
n
s
o
n
、
R
.
C
.
,
T
h
o
m
s
o
n
,
C
.
W
.
,
&
F
r
i
n
c
k
e
.
G
.
W
o
-

r
d
v
a
l
u
e
s
,
w
o
r
d
f
r
e
q
u
e
n
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a
n
d
v
i
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a
l
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a
t
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n
t
h
r
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o
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R
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小
柳
恭
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石
川
信
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久
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等
郎
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石
井
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助
日
本
軍
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音
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熟
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イ
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P
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o
i
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s
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a
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,
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T
h
e
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l
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a
l
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s
e
s
o
f
m
o
t
i
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o
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a
l
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c
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p
e
r
i
e
n
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o
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e
n
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h
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a
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d
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e
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